せせらぎの病児保育　　規約
· はじめに

病児保育とは、さまざまな疾患で保育園や学校にいられない状態になったお子さんが自宅に居られない、あるいは自宅に居させるのが心配な場合、そのご家庭の代わりにその病気のお子さんを一時的にお預かりする施設です。

病児保育には複数の病気の子が滞在します。それぞれうつし合いにならないように充分な配慮はしますが、どうしても保育園内で別の病気に感染する可能性があることはご了承ください。

また、病状が重いときはこちらで判断して高次病院（労災や日赤）に搬送していただくこともあります。そのときはお迎えをお願いします。
· 保育時間

月曜日〜水曜日、金曜日（木・土・日・祝日・年末年始等はお休み）の8時から18時までです。預かるときにおよそのお迎えの時間をお尋ねします。預けに来た保護者以外の方がお迎えに来る場合、免許書など身分の確認できるものを持参してください。必ず預けに来られた保護者に連絡し、確認をさせていただきます。
· 保育対象

預かれるお子さんは0歳から12歳までです。最大の保育人数は6人です。まずは病児保育登録書を書いて下さい。予め書いていただくとありがたいです。当日急に利用された場合、その場で病児保育登録書を書いていただきます。
· 保育料金

保育料金は1時間ごとに200円ずつ加算して預かった時間で算出します。例えば1分～60分は200円、61分から120分は400円となります（和歌山市外の方は１時間500円、非課税世帯の方は１時間100円、生活保護世帯の方は無料です）。時間外の延長保育料は今のところ予定していませんが、過度の延長をされると、追加料金をいただくことも検討します。
· 昼食

昼食は弁当持込不可です。昼食はこちらで準備したもの（基本的にレトルト食品）から選んでいただきます。選んだものによって昼食代を追加でいただきます。
· 持参いただくものに関する注意

好きなぬいぐるみ、絵本、おもちゃなどの持参はできません。こちらで用意するものを使います。スマートフォン、ゲーム器機は原則禁止です。緊急連絡用に必要であればこちらで預かります。

着替えはもし汚れた場合、他のお子さんへ感染が拡大することを防止するためビニール袋に入れてそのままお返しします。病児保育で準備した服を使用した場合、後日返却していただきます。オムツを利用した場合1枚につき50円をいただきます。
· お薬

内服中の薬はあれば持参してください。保育中に内服します。診察して追加薬をこちらで処方することもあります。お薬手帳もあれば持参してください。
· その他の注意

はしかや風疹、みずぼうそうなど感染力の強い病気や診察してあきらかに入室に適さないと判断した場合、お預かりできない場合があります。

保育中に医療処置を追加した場合、お迎え時に説明します。

保育中に転倒などけがをした場合、保護者の方に連絡させていただきます。問題がなければこちらで処置をして経過をみます。お迎えの際にも説明しますのでご了承ください。

病児保育希望から受け入れ、お迎えまでの流れ
	保育室へお電話にて連絡
（当日、朝6時から電話受付開始）

TEL.　070-1364-7907
↓
	・ご面倒ですがお越しいただく前に必ずご連絡ください。

・前日の受付はしておりません。

・院長が直接電話対応します。病気によって預かれるかどうか微妙なときや、空き部屋がない場合は、キャンセル待ちをすることはできます。

	病児保育登録書の記載

持ち物の準備
（持ち物チェック表参照）
＊代行送迎をご利用の場合は保育園等へ連絡
↓
	・登録書と持ち物チェック表はPDFをダウンロードできますのでご利用下さい。当クリニックにもあります。
・オムツや着替え、タオルを何枚か、あればお薬の準備もしてください。


	ご来院、診察
（7時45分から診療開始）

↓

病児保育登録書や病児保育室利用書のご確認
↓

保育士が利用方法の説明
	・当クリニックで診察してから保育するかどうか決定します。病気を調べるのにいろいろ検査をすることがあります。
・お待ちいただく間に病児保育登録書や病児保育室利用書を書いていただきます。その後、保育士が利用方法の説明と、お迎えの時間や誰が迎えに来るかなどを確認します。

	お迎え
	・クリニックのカルテコピー、保育記録のコピーをお渡しします。

・お子さんをお渡しするときは再三確認をしますのでご了承ください。


